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問題と目的
1998年 のＷＨＯ執行理事会において健康の
定義を 匚完全な肉体的、 精神的、Spiritual
及び社会的福祉のDynamic な状態であり、
単に疾病又は病弱の存在しないことではない」
と改めることが検討された。臼田ら（2000）
は、この改正案が生まれた背景として近代西
洋医学が成熟と成長限界を迎えた結果、伝統
医療へ関心が集まってきたと述べている。三
津ら（2007）は、この改定案の検討が行われ
たことにより、日本でスピリチュアリティが
認識され始めたと述べている。
本来 スピリチュアリティの概念を定義付け
ることは、 スピリチュアリティ自体の本質を
見失うことになる（安藤、2006 ； 石川、2008）
が、筆者の接している高齢者が語る 匚お迎え」
という言葉は、極めて宗教的ではあるが、そ
の内実は個々人によって異なり、日本人が古
来より受け継いできたスピリチュアリティの
一部であると考えられる。そこで、本研究で
は、先行研究（柏木、1996 ； 窪寺、2004 ； 島
薗、2007 ； 堀江、2007）を踏まえスピリチュ
アリティを、匚極めて宗教的ではあるものの、
既存の宗教のように組織、教義、経典、教祖
をもたないものであり、個々人が持つ自由で
主観的なもの」と暫定的に定義し、高齢者が
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語る 匚お迎え」概念を構築し、匚お迎え」概
念とスピリチュアリティの関連を明らかにす
ることを目的とする。また、その際、両者の
関連を調べるため高齢者のスピリチュアリティ
健康度を測定する。
方法
高齢者が語る 匚お迎え」概念を構築するた
めに面接調査を行った。普段から筆者と面識
かおる65歳～87歳の高齢者５名（男性３名、
女性 ２名。 平均年 齢76.4歳） を対 象に、
① 匚お迎え」 から何をイメージするのか、
②誰が 匚お迎え」に来るのか、③ 匚お迎え」
後はとこに行くのかといった質問を中心とす
る半構造化面接を行った。その後続けて筆者
が口頭で高齢者のスピリチュアリティ健康尺
度の質問項目を読み上げ、面接協力者である
高齢者の回答を紙にメモした。面接調査の全
ての会話はIC レコーダーで録音した。
結果と考察
匚お迎え」概念を明らかにするためにスト
ラウス版クラウンデッド・セオリー・アプロー
チを用いて分析を行った結果、匚お迎え」概
念は 匚死にゆく態度」というカテゴリーが抽
出され、６つのサブカゴリー 匚宗教への理解」
匚死の恐怖度」匚死期における心構え」匚生き
る活力」匚幸せ」匚無気力」が抽出された。ま
た、この 匚死にゆく態度」を左右させる主な
要因（プロパティ）として、死に対する“恐
怖度” “覚悟度”、生への“苦しざ “気力
度” “意欲度”の程度や“年齢”の違いかお
ることが明らかになった（図１）。　これらの
要因の状況（ディメンション）がどうである
のかという組み合わせによって 匚死にゆく態
度」という現象には、［死にゆく態度の確立］、
［無気力の増加］、［交差］という、少なくと
も３種類のプロセスかおることが明らかになっ
た（表 １）。
図 １　高齢者が 語るお 迎え 概念の 関連図
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匚お迎え」概念とスピリチュアリティとの
関連では、高齢者のスピリチュアリティ健康
度を測定した。事例１から事例５の高齢者の
スピリチュアリティの健康度の得点 は概ね平
均点内であったが、事例１は平均点より少し
高く、事例３は平均点より少し低かった。ス
ピリチュアリティの健康度の得点が高い事例
では、［死にゆく態度の確立］プロセスを循
環し、スピリチュアリティの健康度の得点が
低い事例では、［無気力の増加］プロセスで
匚生 きる活力」と 匚無気力」を繰り返してい
る状態にあることが明らかになった。
よって、本研究では、以下の２つのことが
明らかになった。（1）匚お迎え」概念の ［死
にゆく態度の確立］プロセスを循環している
事例において、 スピリチュアリティは高かっ
た。（2）［無気力の増加］プロセスで 匚生き
る活力」と 匚無気力」を繰り返している状態
の事例において、スピリチュアリティは低かっ
た。また、匚生きる活力」と 匚無気力」を繰
り返している状態から脱却する方法として、
いくつかの事例が示した通り 匚宗教への理解」
を深めることが推定され、これは同時にスピ
リチュアリティが高くなると考えられた。
匚宗教への理解」を深める一助となるのが、
相談者の世界観・価値観・宗教観を尊重する
スピリチュアルケアであると考察された。
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表 １　≪ 死に ゆく態度≫ 現象 にみられ た３つのプ ロセス
様　 式 Ａ：死にゆく態度の確立Ｂ：無気力の増加 Ｃ：交差
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